
琉球大学学術リポジトリ

オニオンのセット栽培（第1報）　セットの大小及び
植付時期が生育、収量に及ぼす影響

言語: 

出版者: 沖縄農業研究会

公開日: 2009-01-29

キーワード (Ja): タマネギ, セット栽培, オニオン,

植付時期別

キーワード (En): Green Set

作成者: 銘苅, 春定, 多和田, 真次, 比屋根, 義一, Hiyane,

Giichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002015071URL



オ ニーォ ン の セ ッ ト 栽 培 (節 皿報)

-kツ トの大小及 び恒付時期が生育､.収 監に及ぼ す彪静

銘 対 審 定 ･t多 和 田 英 次 ･ 一比 屋 徹 義 一

(琉 球 農 業

1､ は し が き

沖縄にあける玉ねぎの栽培(Greenset)は1･0月上旬慣

藩が適期 と･され､:収穫 期は八重LLIの 且部 (波 照間､黒

鳥､竹富)を除く殆んどの地域が逢～5月上旬になり､収

穫期のrrコが狭 く嚢中的となってい･るO

オニオンセット(Dry Set)については多くの研究があ

るが,飯田 (19･39)および藤井 (1948)によると､普通圃

(Green set)の約2倍の増収が認められ､忠海志佐およ

び雀範取(1951)は約 1カ月収穫期が早か.,たと報告してい

る｡しかし増収性や早熟性は地域によって県なり､適地

紅飴いては卦三昧や抽雷が多 く､ま潅ゼッ トの養成潜よび

貯蔵に手数が掛かかるので利潤が少なく､北魔道や火山

灰任しよう土地帯のよう･把暫通常でぼ越冬率が悪く故概

困難な地帯で栽培されてV､る現状である｡

沖紺におけるオニオンセッ トの赦塔につV,ては､多和

田 (1955〕･および多和田､.野島 (1957)によって研究さ

れ､植付時期'D早い程収穫期は早まるが収虚披減少する

.と報告しているoLかしセットの大きさと植付時期との

関係につ･いては不明鹿な点が多vl｡

雑著らは玉ねぎの収懲湖の巾を瓜くし､▲収極期を2-3

月に早 くする救培法としてオニオンセットの州用を考え

セットの大小と舷相称期舶生簡】､.収蕊紅及ぼす彫静を険

嗣するため1958年から1960年まで こ3回の実験を行なった

のでその鶴来の概要を報告するQ

棚 兜を凝嚢するに当り､犠ふ調査に協力した当場研

兜塵蹄政古雷に感翻 し致す｡

2､ 材 料 と 方 法

材料;品唖披グラネックス(Gran･eX)を囲い､-,L-yト

は1九月止旬に櫛観し,翌年 ･4月上旬把探常Lで.久ダレ紅

広げて貯蔵したものむ問い･た｡

方法.セッ トの大きさは 1ふ 2.0､2.5､3.0､3.5､

日､下旬は25日を基嘩よした｡1区3.3Tnlで4区制にし､

煉開披24x12ct平で,3･3･m増 り90森格付け挺¢

施肥蕊はa当り成分畳でN.3.00kg､P.1湖kg､K,3,18

kg,紅し､外に堆厩肥250■軸 を基準匿施 したD生育鍋底は

植付後1カ月日から 1̀0日庵に10粍殉順次に抜き取って行

なった9

訊 親 切)

収盈 調進は上 ･串 ･･下に区別し､上は 20Cg以止で卦

球､抽苦しないもの､中は150-19r9gで卦球､抽苦し恵

tJlもの､下は止 ･煎以外のもの･よしたoLihL卦疎糠把

お･いて基部の1部の 瑚 儲 し､ 卦割し鳳樺変形が 小さ

く､従って分球 しなvl韮ねぎと区別し難 く叉商品的価値

を失わなV,と認められるものにJDVI,て怯､Fcれぞれめ規

格により上 ･中 ･に加熟した0

3､ 譜 果 と と考 等窮

3回の実験とも大体同様な傾向を示したので､ 主とし

て第3実験の結果について述べる｡

工植付時期別叱ツ トの大小が生育に及ぼす影響.､

草丈は各植村時期と射ヒッ トの犬をV,程高 くなるが､10

月上旬以後の植付け紅海V､て軟､鹿骨の後期忙要ってセ

ットの小さい種高くなる懐向があり､小さいセッ トの草

丈が大きV,セットの草丈より高∴くなる隙糊は単植え擬革

くまた邸緒 であ9たO叉球の肥大は各植付時期と町ヒッ

トの大きtJ,礎優ぐれてvlた.o

次把植付時期把つVyCみると､ 9月下旬植えまでの球

の肥大は∴刷 弓止旬以後の櫨伸すより儲 ぐれでいる机

地上部の射 馴額に革藍の伸展が漉く充卦恕珊肥大を行な

うことが出来ず小義把な っ･ている凸他酬細 別セッ トの

大小と姓蘭との関偶数示すと嘗阻敦および解:親のと潜 り

であるO

敦･た 9月下旬までの旭付け政柄紬 如 ミ多 く､脚把-t=Fヅ

相 中削 ,恥の塩聯しいことが寵められ鬼o⊥Lyヅ帽 大

き遷および橋脚榊別と楢死株との関係数示すよ飾 3親の

とおりであるU

叱ダトの小遥vl稗藍挺植付幡期の早V'硯 枯死棟の多Vl･

の帆 級榊 刺切の掛 傾 灘軌乾燥用にある由で,,脚磯雄

卦の少数い小さな他州 -では抵抗力が搬少す葛ためLと患

われる｡

10月上旬以後の格付相通洛 区と屯鼻骨は良好である･｡

臆相棒糊が薗 くれる忙つれて革東映衝く.なる腐肉把教る･

め,qJl 轍 の肥敦は次解に海なくなることが配められたoPt:

の開拓櫨牌に1.5歯息び2..C･cm球に劫V lて著しく, .2止5･C-

磯以上のせり掛では施付時欄間紅海V,.では早植え秘.よい

が≠同一縫付糊陀あげるセツ稚､の太小間では優劣の養興

は琴め輝いg
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第 3裁 セットの大きさ及び植付時期.と枯死との関係

(単位%)1960年

＼､＼ Sctsの
＼一大きさ

植 鮎 ＼､

9月中旬;

ケ 下旬
10月上旬

/, 中旬
I, ｢､旬

11月上旬

cILi5Ec崇O

48

38

(1.8)

5

2･0

｢｣( )内は19･5･8-1960年 3カ年平均

倒伏欄につV,ては､早縫え轟早く叉セットの大きい程

早い傾向があるが､ 9月下旬植え敦では著しく､lo月上

旬以後の植付けでは次第におく.れ､充分な球肥大の後倒

伏することが認められた｡ 即ち9月中旬値えは 11月中

旬､9月下旬植えは 12月上旬に倒伏糊に蓮するが､Io月

止旬以後の植付けにおV,ては殆んど 2月中旬以後であっ

た｡父セットの米中間においては､ 9月下旬植え敦では

-L･ツトの小さvl糧倒伏が早い幌向にあるが､それは生育

不良のためと思われる｡1肌]上旬以後の植付けに患いて

はセッ トの大きvl櫛:早(なるが､それ壮成熟成長が単V,

ためと思われるO尚同一植付時期にお＼ハて2.5cm饗以上

のセットでは大差は認められなV､が､1.5および2.ccm

球Dセットで挽くな5ことか認められたo

玉憩D地上部の生育適温煉20-25･oCとされ､叉 球の

肥大には日長と温壁が関係し､結球に必要な限界日長は

品敵によっ･て相異し､11.5時間から16時間に達し､早生品
■

種糧結球町だ･蟹な限界日長が厘か くなる (MAGRU _

厄RandALLAR ･1937･:阿 部 ･勝又･永 吾 ･･1955.)0

またTHOMPSONand MITH (1938.)によると､

+卦な田長下で も10-15oCで は･肥大せず､15.5.-21C

で結球 し､2ト 27oCで は 更に良好で 成乳休眠すると
V､う｡

沖縄の場合､9月中旬の気温が7.6.5oCで日長が12二時

間であり､球の肥大が早植え程よく､また成熟期が早く

なる点桧木実験の緒喪と--1･致するOまた同一植付曙期に

為小て､生育旺盛な小さなセッ トは生育Jq･陵な大きなセ

ットに比敬して球の肥大が醜 くなることから玉概の球肥

大軌 適温と適日長下におかれても栄養重言が盛んな輝

は襟懐となり､また一応確捌 巴大が盛んにな った後にお

いて臥 温度と日長の何れかが欠 けて恥球 の肥大はモ

のまま進行するような憤向があるので､その点に関して

は今後 検討してみた∨､｡

以上の結果から､セットの大きさは2.5cm以上4･cmま

でが良く､叉植付時期は10月上旬から10月下旬までが良

いと思われる｡

2.植付時期別セットの大 小 が分磯 ､抽苦に及ぼす影

響

植付時期別セッ トの大小と分華臣､抽苦との関係を示すと

第4表Dと潜 りである｡

分 球率はセッ トの大きV,閣 高くな る憤 向にあ るが

3.0cm藍では少なく､3.5cm以上のセットでは急に増加

することが認められた｡

植 付 時期については､10月植えが高く､中でも10月

上旬植えが高い慣向がある｡なおセッ トの大きい程叉植

付幡期の早vl程卦球の発生が早い幌向にあり､早期分球

を起したものは完全分球になる率が高いので､かえ って

中球以上の収塵を増加する懐向がある｡

地雷は10月下旬絶えまではセッ トの大きさの如何にか

かわらず10%以内であり､実用的には問題にならない.蕊

たセットの大′J､間においても大差は認められなV,｡しか

し9月下旬までの植付けでは全然地雷せず､11月上旬植え

になると急激に増加し､特にセッ トの大きV､程著しvlo

従来の日本の研究かこ患いては､2.Oc血球以上になると

抽暫率が高く､1.5-2.0cmが適当とされてV,るが､沖

縄に患いては､上記のように抽苔の少なV､点特筆に使い

するものと思われる0

3.植付時期別セットの大小がを盤に及ぼす影響

植付時期別セッ トの大小と収 塵との関係を示すと第

表のと怠 りである｡

各般付時期ともセッ トの大きV,程上腿 が多 く､また植

付時期につV､ては､9月下旬までの植 付け収 盤が著しく

減少し､10月上旬以後の植付において急 激な増 加を示

し､10月中矧痩えで最層に達し次第に減少するoしかし

10月上 旬および中旬植えに患V,ては大 差が認められな

い0第5表の時期別平 均指数に患V,て10月下旬区と11月

上旬区との差がないのは､1]L月上旬区に35Lいて1.5cm球

セッ トの収監が加算されていないためであるO

植付障期と収塵との関係を細るため､LnCm球を用いて

実験 した結果は第線 のようになり､第5薮の結果と一致
する｡

第 6･敦から磯村時期を此載すると 10月上射 場 も高

vloこれ糾 ooとすれば､10月F柏 が97で3%減､10月下

旬醐 6で 4%軌 1用 上旬が94で6/oo,施､9即 F旬が68で

32%減､9月中旬が 49で51%瓶にな机0月上旬を中心に

次第に減少する硯 0月上旬以後の植付けでは大差なく､

また9月下旬までの植付けでは著しく減少する｡



始 対 .多 軸 田 .比 岳 嘘 :オ ニ オ ン の セ ッ ト裁 培 (1)

第 4表 植付時期別セットの大′J､と教練･抽苔との閑係

(1'960年 )

分 球 (%)

9月中 旬

下 旬

10月上 旬

中 旬

下 旬

11月上 旬
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89

23

55

47

57

35

9

抽 育 (%)

cm1.5 2.0 2.5 3..0 .3.5 4.0.

0. 0 0 0. 0 0
(5..7) (5.4) (1.8) (2.9) (2.1) (4..5)

0 2.0 0.5 2.0 0 3.0.

1.0 3.0 2.0 7.0 4.0 2.0

｢荘｣※ は1958年～60年の3年平均を示し､また (

セッ トの大きさについては､第5表と第7表に示すごと

く､セッ トの大きV,程 収虚は多くなる｡捻収丑に あい

て､.2cm 球を100とすると､1.5cmは 88.2､2.5cmは

13･3.7､ 3.0cmは 133.2､ 3.5cmは142.3､ 4.Ccm は

153.3とな り､2.5･cm以上のセッ トでは 2.0cmに比べて

3-5割の増収が認められた｡収健時期につV,て･は筋 6表

と第 7表に示すごとく､植付時期の早V,程又セットの大

きい程早vl憤向にある｡ すなわち セッ トの大きさでは

1.5cmと2.0cm球が3月8月になって∨､るのに対し､2.5

cm～4.0cm球で怯2月4日で約1月早 くなる｡また植付時

期では9月中､下旬区が12月1日､10月上､中旬区が 2月

2日､10月下旬区が 2月17日､11月上旬区が 3月5日とな

り､10月上､中旬区と比較すると9月申､下旬区が約3月

早 くなるのに対し､10月下旬区か約15日､11月上旬区が

約1月で次第におそくなる｡

次に普通首 (Greenset)との此磯においては筋 7教

に示す如 く､収低におV,て2..0cm 球を100とすると､潜

流首は122.4となり､約 2割の増収になるか.2.･5rcm以

上のセッ トに対しては1-3割歩ることが認められた｡収

種時期につV,てみると､2.5cm球 10月上旬植えに比収

)は1958年と60年の2年平均を示す｡

して約2月あそくなる｡

以上の結果から､沖組におけるセッ ト栽培は増収性お

よび早熟性が極めて高く有望である｡植付時期は10月止

旬から 10月中旬まで､ セッ トの大きさは 2.5cm～4.0

cmが適当と思われる｡

4, 摘 草

1､ オニオンのセッ ト栽培は､セットの大きさ及び植

付時期が重要課題として とりあげられるので､ その生

育､収故に及ぼす彫智を桐杢した｡

2､ 草丈はセッ トの大きV,穣柘い｡しかし10月上旬以

後の植付けでは生育の後期に至ってセッ トの小さV,墳商

く､またその関係は卑縫え寝敵背である｡

3､ 時糊的にみると､10月上旬以後の栂付けは各区と

も良好であるが､ 9月下旬までの概付けは各区とも不良

で特に卑縫え礎惑 く､また枯死株も多かった0

4､ 球の肥大はセッ トの大きV,准また撒付時期の早vl

穫よvl｡

5, 卦球率は 3.5cm以上は愈激に禰 くなるが 3.0cm

以下のセッ トでは少なく､叉時期的には10月上旬椴えが

虫も商かった｡
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第 6蓑 植付時期と収晶との関係･

上

第 7表 セッ トの大小と収晶との関係

-セッ トの
大きさ

253.575

256.275

354.240

351.070

1.031282.925

321.240

中

185.100il,050･

72.000

88.630

134.040

130.315

176.1g0

166.230

218.100

申

(セッ ト2cm球､1958-･6C･年平均a当kg)

下

下

l

¶川川札

(植付10月上旬､1959-60年2カ年平均a当kg)

計 描
_遡臥 し憂 耳 ｣墾重 塩

63.975

_単数_
収稜始
月､1'日

喜 ∃･̀;喜:;l葦

1.894≡389.550188.21326 784

(醍) 普通笛は1959年9月26日に播解 したものである｡

6､ しかしセッ トの大きい侮叉植付暗刷が早V,擬早期

卦球を起 し､完全卦球になることが多か った0

7､ 抽苦率は11月上旬植えかこおいて最も高 く､またセ

ッ トの大き＼ハ程著しV､が､10月下旬植えまではセッ トの

大小を問わず低率であった｡

8､ 収鼠はセッ トの大きV,程高く､また幡jg潤勺には10

月上旬および中旬値えが高く､両区には大差が認められ

なか った｡

9､ 収穫時期は 植付障期の早い程早 く､また 2.5cm

セットでは約1カ月あそか った｡

10､ 普通苗との比薮に患Vlて収塩は､2.0cm 以下の

セッ トで杖低 くなるが､2.5cm 以上のセッ トでは 1- 3

割高vloまた収礎時期は2.5cm 以上のセッ トで牧約2カ

月早か った9
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